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　６月16日、市内の各ほ場で葉た
ばこの品評会が開かれました。
　今年は天候に恵まれ、出来栄え
は大変良好で、収穫にいっそう期
待がかかります。
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　平成16年度～平成20年度までの
５カ年間とします。

　行政改革大綱に基づいて「南国
市行政改革実施計画」を策定し、
適切な進行管理のもと、年度ごと
に計画の進行状況のチェックと評
価を実施します。
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①
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上

　
窓
口
の
対
応
や
施
設
の
運
営
な
ど
に

　
や
さ
し
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
サ
ー

　
ビ
ス
を
目
指
し
ま
す
。

②
市
民
サ
ー
ビ
ス
・

　
　
　
　
　
　
業
務
の
見
直
し

　
本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
・
業
務
を

　
特
定
し
、
臨
時
職
員
や
民
間
企
業
な

　
ど
の
多
様
な
雇
用
形
態
で
対
応
で
き

　
な
い
か
抜
本
的
な
見
直
し
を
進
め
ま

　
す
。

③
審
議
会
な
ど
の
活
性
化

　
委
員
の
公
募
や
女
性
の
登
用
な
ど
を

　
進
め
、
市
民
に
開
か
れ
た
市
政
を
推

　
進
し
ま
す
。

④
監
査
制
度
の
充
実

　
監
査
制
度
の
充
実
と
活
用
を
図
り
ま

　
す
。

⑤
電
子
自
治
体
の
構
築

　
庁
内
情
報
の
共
有
化
と
電
子
メ
ー
ル

　
な
ど
で
情
報
伝
達
の
効
率
化
を
図
り

　
ま
す
。

⑥
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と

　
　
　
　
管
理
運
営
の
見
直
し

　
多
目
的
利
用
や
施
設
の
複
合
化
な
ど

　
を
進
め
、
既
設
の
施
設
は
、
必
要
性
、

　
利
用
目
的
、
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い

　
て
見
直
し
を
行
い
、
統
合
、
廃
止
や

　
民
間
委
託
な
ど
を
進
め
ま
す
。

⑦
危
機
管
理
体
制
の
整
備

　
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
の
よ
う
に

　
広
範
囲
な
危
機
発
生
時
に
、
速
や
か
に

　
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
た
め
の
体
制
を

　
確
立
、
整
備
し
ま
す
。

⑧
入
札
・
契
約
制
度
の
見
直
し

　
一
層
の
透
明
性
、
競
争
性
、
公
平
性

　
を
確
保
す
る
た
め
見
直
し
に
努
め
ま

　
す
。

⑨
広
域
的
行
政
に
対
応
し
た

　
　
　
近
隣
市
町
村
と
の
連
携

　
隣
接
市
町
村
と
の
事
務
事
業
の
広
域

　
的
処
理
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
に
や
さ
し
い
開
か
れ
た

　
　
　
　
市
政
運
営
の
推
進

①
事
務
事
業
評
価
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
充
実
強
化

　
市
民
本
位
、
成
果
重
視
の
視
点
に
立

　
ち
、
施
策
・
事
業
の
点
検
、
見
直
し

　
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
替
え

　
や
優
先
順
位
に
よ
る
財
源
の
重
点
配

　
分
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
ス
リ
ム
で
効
率
的
な

　
　
　
　
　
　
組
織
へ
の
再
編

　
複
数
の
部
署
が
実
施
し
て
い
る
類
似
・

　
関
連
業
務
の
共
有
化
、
集
中
化
を
進

　
め
ま
す
。

③
民
間
活
用
の
推
進

　
行
政
が
担
っ
て
き
た
分
野
や
サ
ー
ビ

　
ス
の
提
供
に
お
い
て
も
、
少
な
い
費

質
の
高
い
効
果
が
期
待
さ
れ
、

公
平
性
が
確
保
さ
れ
れ

て
事
業
を
部
分
的

て
い
き
ま
す
。

ド
・

導

ス
リ
ム
で
効
率
的
な

　
　
　
　
市
政
運
営
を
推
進

⑤
行
政
手
続
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
適
正
な
運
用

　
行
政
手
続
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た

　
事
務
事
業
の
適
正
な
執
行
に
努
め
ま

　
す
。

▲健康文化都市ウォーキング
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①
経

　
　

　
人
件
費

　
経
常
的
経

　
し
ま
す
。

②
施
策
・
事
業
の
抜
本
的

　
　
見
直
し
と
経
営
の
効
率
化

　
施
策
・
事
業
の
点
検
と
評
価
を
実
施

　
し
、
不
要
不
急
の
施
策
・
事
業
や
効

　
果
の
薄
い
補
助
金
な
ど
を
見
直
し
て
、

　
施
策
・
事
業
の
削
減
と
重
点
化
を
行

　
い
ま
す
。

③
市
税
収
入
等
の
確
保
と

　
　
　
受
益
者
負
担
の
適
正
化

　
市
税
収
入
な
ど
を
確
保
す
る
と
と
も

　
に
、
受
益
を
受
け
る
方
か
ら
の
負
担

　
を
求
め
ま
す
。

③
財
政
情
報
の
公
開
推
進
と

　
　
　
予
算
編
成
方
式
の
改
革

　
市
の
財
政
情
報
を
提
供
し
、
限
ら
れ

　
た
財
源
を
重
点
的
、
効
果
的
に
配
分

　
し
ま
す
。

健
全
な
財
政
運
営
運
営
の
推
進

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

　
　
　
　
　
諸
政
策
の
推
進

課
題
に
挑
戦

満
ち
た
、
質
の

ビ
ス
を
提
供
し
て
い

職
員
の
意
識
改
革
を
進
め

ま
す

②
能
力
開
発
と
能
力
活
用

　
業
務
の
多
様
化
、
専
門
化
に
対
応
す

　
る
た
め
、
職
員
研
修
を
充
実
強
化
し

　
ま
す
。

識
改
革
と

職
員
の
意
識

進

　
能
力
開
発
の
推
進

　
　
　
　
能

①
情
報
提
供
の
推
進

　
市
政
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
、
説

　
明
責
任
を
果
た
し
ま
す
。

②
情
報
公
開
と

　
　
　
個
人
情
報
保
護
の
推
進

　
情
報
公
開
制
度
の
拡
充
を
図
る
と
と

　
も
に
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
プ

　
ラ
イ
バ
シ
ー
を
よ
り
一
層
保
護
す
る

　
た
め
の
方
策
を
講
じ
ま
す
。

③
市
民
参
画
の
推
進

　
市
民
参
画
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち

　
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

③
市
民
活
動
と
の
協
働
の
推
進

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
が
、
共
通

　
の
目
的
や
問
題
意
識
を
持
っ
て
協
働
・

　
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆

　
さ
ん
の
知
恵
や
活
動
を
ま
ち
づ
く
り

　
に
活
か
し
ま
す
。

③
人
事
評
価
制
度
の
導
入

　
職
員
の
能
力
と
実
績
が
公
平
に
反
映

　
さ
れ
る
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
ま

　
す
。

�
長
寿
祝
い
訪
問

長
寿
祝
い
訪
問

�
自
校
炊
飯
給
食

�
自
校
炊
飯
給
食

�

▲あったか南国市づくりについて市長と語る会

※
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
課
企
画
調
整
係

（
�
８
８
０

８
８
０
・
６
５
５
３
）
ま
で
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　市政報告６月議会　　市政報告

財
政
状
況

　
中
期
的
展
望
を
見
据
え
た

　
　
　
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定

　
国
と
地
方
財
政
の
三
位
一
体
改

革
の
初
年
度
と
な
る
本
年
度
は
、

国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
と
と
も

に
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
む
地

方
交
付
税
が
大
幅
な
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
三
位
一
体
改
革

の
進
行
に
よ
り
、
さ
ら
に
財
政
状

況
は
危
機
的
状
況
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
従
来
の
財
政
構
造
改

革
方
針
で
掲
げ
た
手
法
で
は
限
界

が
あ
る
と
認
識
し
、
こ
の
状
況
を

乗
り
切
る
た
め
に
は
、
全
職
員
が

一
丸
と
な
り
、
市
民
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
抜
本
的
な

改
革
が
必
要
で
す
。

 

現
在
、
中
期
的
展
望
を
見
据
え

た
本
年
度
か
ら
平
成
18
年
度
ま
で

の
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

 
平
成
15
年
度
一
般
会
計
の
決
算

見
込
は
、
減
債
基
金
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
基
金
な
ど
か
ら
約
２
億
８

千
500
万
円
を
繰
り
入
れ
し
、
３
億

２
千
510
万
４
千
円
の
黒
字
と
な
り

ま
す
が
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ

き
財
源
を
控
除
し
ま
す
と
、
実
質

収
支
は
５
千
54
万
６
千
円
の
黒
字

と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
減
債

基
金
に
２
千
600
万
円
を
積
み
立
て
、

翌
年
度
繰
越
金
は
、
２
千
454
万
６

千
円
と
な
り
ま
す
。

　６月18日開会の第306回南国市議会定例会で、浜田純市長は各議案
理由の説明に先立ち、「新しい市立図書館は旧法務局とし、平成17年
４月の開館に向け作業に入りたいと考えています。また、漫画家やな
せたかしさんから『ごめんなさい』と『ありがとう』という言葉を駅
名に活用し、ごめん・なはり線後免町駅を『愛称：ありがとう駅』と
呼ぶことにより、まちの活性化と鉄道利用の増進に役立てたらどうか
という提案をいただいていました。後免町の住民グループも『ごめん
生姜アメ』や『ハガキでごめんなさい』などの活動で盛り上がりを見
せています。７月４日実施予定の鉄道開通２周年イベント開催時から、
『愛称：ありがとう駅』と呼ぶ方向で作業を進めています」と述べた
後、主要な各課題について報告しました（内容は、あらましです）。

防
災
対
策 

　
地
震
後
の
津
波
襲
来
を
想
定
し

　
　
　
　
　
　
避
難
訓
練
を
実
施

　
６
月
６
日
、
物
部
川
右
岸
河
川

敷
を
主
会
場
に
県
主
催
の
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、

東
南
海
・
南
海
地
震
後
の
津
波
の

襲
来
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
南

部
地
域
の
消
防
団
員
の
協
力
に
よ

り
久
枝
・
前
浜
・
下
島
地
区
の
135

名
の
地
区
住
民
が
参
加
し
て
同
地

区
の
避
難
場
所
で
あ
る
伊
都
多
神

社
ま
で
徒
歩
で
の
避
難
状
況
を
検

証
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
市
内
す
べ
て
の
小
・
中

学
校
を
対
象
に
東
南
海
・
南
海
地

震
に
備
え
て
、
県
所
有
の
起
震
車

で
の
体
感
や
ビ
デ
オ
で
の
学
習
を

実
施
し
ま
し
た
。
防
災
に
対
す
る

意
識
や
知
識
を
高
め
、
「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
の
重
要

性
を
実
感
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

行
政
改
革

　
行
政
改
革
大
綱
策
定

　
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
20
年
度

ま
で
の
５
カ
年
間
を
実
施
期
間
と

す
る
南
国
市
行
政
改
革
大
綱
を
策

定
し
ま
し
た
。

 

こ
の
大
綱
は
、
市
民
が
主
役
、

自
主
自
立
、
成
果
主
義
、
ス
リ
ム

化
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
、
市
民
協
働
を

基
本
理
念
に
掲
げ
、
開
か
れ
た
市

政
運
営
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
市

政
運
営
、
健
全
な
財
政
運
営
、
職

員
の
意
識
改
革
と
能
力
開
発
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
諸
施
策
の
推

進
を
改
革
項
目
と
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　
利
用
者
の
立
場
に
立
ち
公
正
で

　
　
　
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
の
立

場
に
立
っ
て
、
公
正
で
よ
り
良
質

な
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
た
め
、
５
月

19
日
に
「
南
国
市
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し

た
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
交

換
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
改
善
、
苦

情
処
理
等
の
諸
課
題
の
解
決
に
向

け
、
同
事
業
所
協
議
会
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　市政報告６月議会　　市政報告　市政報告６月議会　　市政報告　市政報告６月議会　　市政報告　市政報告６月議会　　市政報告
　　第306回  
南国市議会定例会

６月18日
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６月議会　６月議会　　市政報告
保
育
所
民
営
化

　
民
営
化
に
向
け
説
明
会
を
開
催

 

平
成
17
年
度
の
実
施
予
定
と
し

て
国
府
保
育
所
、
後
免
野
田
保
育

所
、
稲
生
保
育
所
の
３
園
を
民
間

に
移
管
す
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
４
月
26
日
以
降
、
当
該
３

園
の
保
護
者
の
皆
様
を
対
象
と
し

た
説
明
会
を
２
回
開
催
し
ま
し
た
。

多
様
化
す
る
保
育
所
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
保
育
所
機
能
の
拡
充
や
充

実
を
一
層
図
り
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
保
育
所
運
営
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
可
能
な
限
り
保
護
者
の
皆

様
な
ど
か
ら
の
ご
要
望
を
お
聞
き

し
、
ま
た
ご
質
問
に
お
答
え
し
、

ご
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

道
の
駅
南
国
「
風
良
里
」

　
会
社
設
立
以
来
初
の
株
主
配
当

　 

５
月
27
日
、
株
主
総
会
が
開
催

さ
れ
、
平
成
15
年
度
の
決
算
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
物
販
部
門
で
は

前
年
の
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
の
よ

う
な
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
は
な
か
っ

た
も
の
の
順
調
に
売
上
げ
を
伸
ば

し
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン

部
門
で
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
近
隣

事
業
所
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
か
ら
の

支
持
を
受
け
て
微
増
と
な
り
、
単

年
度
収
支
で
は
約
380
万
円
の
黒
字
、

累
積
収
支
で
は
約
１
千
万
円
の
黒

字
経
営
と
な
り
、
会
社
設
立
以
来

は
じ
め
て
株
主
に
出
資
金
額
の
５

％
を
配
当
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
問
題

　
廃
棄
物
の
減
量
化
を
推
進

　
八
京
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
、

供
用
開
始
後
２
年
を
経
過
し
ま
し

た
が
、
こ
の
間
順
調
に
稼
働
し
、

施
設
か
ら
の
放
流
水
質
も
基
準
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

埋
立
容
量
実
績
も
計
画
量
と
比
較

し
て
２
分
の
１
以
下
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

食
教
育

　
安
心
・
安
全
な

　
　
　
　
　
　
学
校
給
食
の
実
施

　
本
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の
事

業
指
定
を
受
け
、
安
心
・
安
全
な

学
校
給
食
の
実
施
に
努
め
る
と
と

も
に
、
食
に
関
す
る
指
導
の
実
践

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連

携
の
も
と
、
地
産
地
消
の
取
組
や

食
生
活
を
含
む
生
活
習
慣
の
定
着

に
も
力
を
い
れ
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育

　
基
礎
学
力
の
向
上
を
図
る

　
「
新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、
市
内
小
・

中
学
校
３
校
を
指
定
し
、
各
校
の

特
性
や
独
自
性
を
生
か
し
た
創
意

と
工
夫
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
基
礎
学
力
の
向

上
に
力
点
を
置
い
た
指
導
方
法
・

指
導
内
容
の
工
夫
改
善
を
図
り
、

ま
た
、
外
部
評
価
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
保
護
者
や
地
域
の
期
待

に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
学
校
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

　
参
加
・
体
験
型
の

　
　
　
　
　
　
安
全
教
室
を
実
施

　
こ
れ
ま
で
、
高
齢
者
が
交
通
事

故
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
交
通

安
全
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
加
え
て
交
通
事
故
の
加
害

者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
参
加
・
体

験
型
の
交
通
安
全
教
室
を
稲
生
地

区
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
４
月
11

日
に
南
国
自
動
車
学
校
で
実
施
し

好
評
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学

校
新
入
児
童
に
対
し
て
、
交
通
ル

ー
ル
を
学
習
す
る
交
通
安
全
教
室
、

中
学
１
年
生
に
対
し
て
は
、
自
転

車
の
交
通
マ
ナ
ー
啓
発
ビ
デ
オ
の

視
聴
や
実
技
講
習
を
実
施
し
て
、

交
通
安
全
に
つ
い
て
の
意
識
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

６月議会　６月議会　　市政報告６月議会　６月議会　　市政報告６月議会　６月議会　　市政報告６月議会　６月議会　　市政報告

　
家
庭
系
可
燃
ゴ
ミ
は
10
種
類
に

わ
た
る
分
別
収
集
や
生
ゴ
ミ
処
理

機
の
普
及
促
進
事
業
な
ど
に
よ
り
、

平
成
15
年
度
の
収
集
量
は
９
千
92

ト
ン
で
、
前
年
度
よ
り
664
ト
ン
減

少
し
て
い
ま
す
。
機
密
文
書
の
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
に
も
取
り
組
み
、

廃
棄
物
の
一
層
の
減
量
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
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0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

H12 H15

施設サービス費

在宅サービス費

（年度）

給付費（千円）

H14H13

2,138,9882,138,9882,138,9882,138,988

1,206,1331,206,1331,206,1331,206,133

2,241,5692,241,5692,241,5692,241,569

1,064,2121,064,2121,064,2121,064,212

2,159,1932,159,1932,159,1932,159,193
1,946,1571,946,1571,946,1571,946,157

888,105888,105888,105888,105650,324650,324650,324650,324

移移移移移移移移推移推移推移推移推推推推推推推推費の推費の推費の推費の推付費付費付費付費保険給付保険給付施設サ施設サ施設サービス保施設サービス保宅・施宅・施宅・施宅・施在宅在宅在宅在宅在在在在 給付費給付費在在 険険施設サ ビス保険給施設サ ビス保険給保保設サ ビス保険給付費の設サ ビス保険給付費の施設サービス保施設サービス保設サ ビス保険給付費の推設サ ビス保険給付費の推在在在宅・施設サービス保険給付費の推移在宅・施設サービス保険給付費の推移在在在宅・施設サービス保険給付在宅・施設サービス保険給付 移移在宅・施設サービス保険給付費の推移在宅・施設サービス保険給付費の推移在宅 施設サ ビス保険給付費の推移在宅 施設サ ビス保険給付費の推移移移険給付費の推移険給付費の推移推推推推宅 施設サ ビス保険給宅 施設サ ビス保険給 推推推推付付付付宅宅 施設サ ビ施設サ ビ在在 施施施施 費費給給 のの 移移のの在在 移移給給 移移サ ビサ ビ施施 費費ビビ 推推移移移移推推推推費費費費付付付付保険給保険給設設施施施施宅宅宅宅在在在在 のの在宅・施設サービス保険給付費の推移在宅・施設サービス保険給付費の推移設サ ビス保険給付費の推移設サ ビス保険給付費の推移設サ ビ設サ ビ 費費

■介護サービス利用者数（１カ月平均）
　　　　　　　と給付費（１カ月平均１人当たり）

　給　付　費 1,463人 190,880円
在宅サービス費    918人 96,606円
施設サービス費 545人 342,748円

1,604人 176,081円
1,067人   94,200円
   537人 331,935円

�第１号被保険者数
　　　　　　　（65歳以上）

11,228人
�要支援・要介護認定者数
　（第２号被保険者を含む）

2,203人（19.6％）
　＊平成12年度（平成13年３
　　月末）…1,648人

1,946,157,129
650,323,676 888,105,046

2,159,193,224

2,627,703,060 3,086,696,297

27,530,930
3,691,325 4,678,202

34,719,825

施設サービス

在宅サービス

高額サービス

審査支払い手数料

　　合　計

平成12年度 平成13年度

1,206,132,7041,064,212,094

2,138,988,2582,241,569,251

3,389,202,2903,351,096,771

4,788,3124,212,863

39,293,01641,102,563

平成15年度平成14年度

平成15年度
　（平成16年3月末）

※お問い合わせは、保健課高齢者介護保険係（�８８０－６５５６）まで

　介護保険は、保険給付費の約18％を65歳以上の
方からの保険料で賄うことになっています。その
ため、保険給付費が増えると保険料も上がること
になります。
　市でも基準額において、第１期（平成12～14年
度）の3,361円から第２期（平成15～17年度）では
4,500円に急騰しましたが、これは保険料が低い
他市町村に比べ、市に介護サービス提供事業所が
多く、サービスも利用しやすいことを示していま
す。実際に、平成15年度の利用者は平成14年度か
ら１割近く増加しています。

　介護保険は、自立した毎日を送るための身近な
制度として活用されていますが、このまま保険給
付費が増大すると、それに伴い保険料も高くなっ
てしまいます。
　市では、保険料の適正化に向けてこれまでの給
付実績を検証して、効果のないサービスや必要以
上のサービスを取り除き、皆さんの元気な体づく
りを進めることで、少しでも保険料を低くしてい
こうと考えています。
　いざ必要なときに安心してサービスが受けられ
るためにも、介護保険料は必ずお納めください。

保険料が高いのはどうして？ これからの保険料は？

【認定者の内訳】【認定者の内訳】

要支援要支援要支援要支援
  240  240240240人人人人
（（（（ 90 910.990.910.9.90 910.99010.9910.910.910.9910.9999910.99910.99910.99910.99910.99910.99910.99110.91 910.99110.9％）％）％）％％）％％％％％）％％％％％）％）％％）

要介護２要介護２要介護２要介護２
359359359359人人人人
（（（（16.316.316.316.3％）％）％）％）

要介護１要介護１要介護１要介護１
721  721721721人人人人
（（（（32.732.732.732.7％）％）％）％）

介護４要介護４介護４要要介護４要要介要介護４要要要介要介護４要要要介護４要 護要介護４護要要介護４要 護要介護４護要要介護４要 護要介護４護要要介護４要 護要介護４護要要介護４要 護要介護４護要要介護４要 護要要介護４要 護要介護４護要要介護４要 護４要要介護４要介要介要介護４要介介介要介護４介介要介護４介要 護要介護４護４要介護４４介護要介護４介護介護要介護４介護要介護４
261  261261  2  26122  26122  261222  2612261  261261261人人人人
（（（（（（（（11.911.911.911.9％）％）％）％）

介護３要介護３介護３要要介要介護３要要介要介要介護３要要要介護３要 護要介護３護要要介護３要 護要介護３護要要介護３要 護要要介護３要 護要介護３護要要介護３要要要介護３要 護要要介護３要 護要介護３護要要介護３要 護３要介護３護３要要介護３要 護３要介護３護３要要介護３要 ３要介護３３要要介護３要 ３要介護３３介護３要介護３３要介要介護３要介要 護３要介護３護介要介護３介介護要介護３介護要介護３
4  254454  254455  25  254255  254552  25425  25455  254554  25454525  254254  2544254人人人人

（（（（ 5511.55511.551.511.51..511.5551111.511 511.551111.51111.5 ））％）％）％）％）

要介護５要介護５要介護５要介護５
  368  368368368人人人人人人人人人人人人人人
（（（（（（（（（（（（（（（ 6.716.76.71616.7661111616.76116.71616.76 716.771 716.7716.7％）％）％）％）

（単位：円）

平成14年度 平成15年度

広広報報ななんんここくく７７月月号号8



※お問い合わせは、
　住宅課建築係（�８８０－６５５８）まで

　市では、平成15年度より、近い将来発生が予想
されている南海地震対策として、木造住宅耐震診
断調査（昭和56年以前の住宅を対象に105戸）を実
施しました。
　平成16年度も引き続き診断調査を行っています
ので、診断調査をご希望の住宅所有者の方はお問
い合わせください。

　住宅課では「木造住宅地震対策相談窓口」を開
設しています。木造住宅の耐震診断調査や耐震補
強、改修などについて相談を受け付けています。
お気軽にご相談ください。

　安全・安心のまちづくりを目的として、自主防
災組織の「地域住民による住宅防災対策・まちづ
くり」など、住民の自主的な運営による活動を進
めるための組織育成や活動支援する、アドバイザ
ー派遣事業を平成16年度より開始します。
　アドバイザー派遣をご希望の自主防災組織の方
はお問い合わせください。

　木造住宅耐震診断調査木造住宅耐震診断調査

　住宅防災・まちづくりの住宅防災・まちづくりの
　　自主防災組織育成アドバイザー自主防災組織育成アドバイザー
　　　　　　　　　　　　派遣事業派遣事業

　木造住宅地震対策相談窓口の木造住宅地震対策相談窓口の
　　　　　　　　　　ご利用をご利用を

平
成
15
年
度
耐
震
診
断
調
査
の
様
子

　
咲
い
た
　
さ
い
た

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が

　
な
ら
ん
だ
　
な
ら
ん
だ

　
あ
か
　
し
ろ
　
き
い
ろ

　
ど
の
花
み
て
も
き
れ
い
だ
な

　
誰
も
が
幼
い
こ
ろ
口
ず
さ
み
、
親
し

ん
で
き
た
歌
だ
と
思
い
ま
す
。
童
謡
は
、

人
の
心
を
純
粋
に
し
て
く
れ
る
「
魔
法
」

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
、
好
ま

れ
て
い
る
歌
に
は
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
け

で
な
く
、
歌
詞
に
も
人
の
心
を
和
ま
せ

た
り
、
元
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
何

か
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
る
読
本
の
中
で
、

《
「
ど
の
花
み
て
も
き
れ
い
だ
な
」
の

一
節
に
こ
の
歌
の
作
者
の
思
い
が
こ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
か
・
し
ろ
・
き
い

ろ
・
そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
さ
に
作
者
は
気

づ
い
て
い
ま
す
。
に
ん
げ
ん
も
ひ
ふ
や

目
、
髪
の
毛
の
色
、
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、

み
か
け
の
ち
が
い
を
の
り
こ
え
て
同
じ

に
ん
げ
ん
と
し
て
み
と
め
あ
わ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
う
た
は
、

わ
た
し
た
ち
に
こ
ん
な
こ
と
を
教
え
て

く
れ
て
い
ま
す
》

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
中
に
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い

く
う
え
で
の
、
人
と
人
と
の
共
存
・
人

と
人
と
の
付
き
合
い
方
の
原
型
が
語
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
常
生

活
の
中
で
、
自
分
の
考
え
や
行
動
を
決

定
す
る
判
断
の
目
安
に
、
「
み
ん
な
が

し
て
い
る
か
ら
」
「
み
ん
な
が
こ
う
言

っ
て
い
る
」
と
か
「
世
間
体
」
を
も
っ

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
偏

見
を
も
っ
て
み
た
り
、
自
分
と
異
質
な

も
の
は
排
除
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
働

い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
暮
ら
し
の
中
で
、
自
分
と
異
な
る
立

場
や
考
え
を
認
め
合
っ
た
り
、
生
活
習

慣
な
ど
の
違
い
を
認
め
合
う
な
ど
の
、

寛
容
の
心
が
も
て
た
ら
ど
ん
な
に
か
心

が
和
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
肌
の
色
や
外
見
、
こ
と
ば
や
考
え
方

の
違
い
に
よ
っ
て
偏
見
や
差
別
心
を
も

つ
の
で
は
な
く
、
「
違
い
」
を
「
違
い
」

と
し
て
認
め
、
共
感
す
る
心
を
大
切
に

し
て
互
い
に
信
頼
し
あ
う
関
係
で
あ
り

た
い
も
の
で
す
。

　
誰
も
が
誇
り
を
も
っ
て
生
き
、
『
世

界
に
一
つ
だ
け
の
花
』
を
咲
か
せ
る
よ

う
人
と
人
と
の
間
に
「
共
生
」
の
橋
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

人
権
広
報
委
員
会

（
�
８
８
０
・
６
５
６
９
）

８
８
０
・
６
５
６
９
）ま
で
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■申込方法／所定の用紙に記入の上、
　スポーツセンターまで
■申込締切／開催日の15日前まで
　＊電話での申し込みはできません
　＊詳しくはお問い合わせください
■備考
　�大会中の負傷は、応急処置のみ
　�種目によって雨天中止有り
　�各種目の抽選は種目団体が行う
　�参加資格は、申込責任者がその責任を
　　負うこと
�参加種目は、１人２種目以内

　�スポーツ傷害保険に加入すること
�児童・生徒は保護者の承諾印を要する

■主催／南国市・南国市教育委員会・
　　　　南国市体育指導員・
　　　　南国市体育指導員連絡協議会
■主管／南国市体育協会

※申込先・お問い合わせは
　南国市体育協会（スポーツセンター内）
（〒783-0094　南国市前浜１３４４ー３
　　　　　　�８６５ー８０１５）まで

　健康増進とスポーツに対する理解と関心を
高め、活気に満ちた明るい地域社会の発展を
図るために、市民体育大会を開催します。

種　　目 会　　場 開　催　日　時

バ ド ミ ン ト ン

武　　　　　　道

バ レ ー ボ ー ル

卓　　　　　　　球

テ　　　ニ　　　ス

ク　レ　ー　射　撃 高 知 射 撃 場

陸 　 上 　 競 　 技 高知高専グラウンド

水　　　　　　　泳 十 市 小 プ ー ル

バスケットボール
スポーツセンター

柔　　　　　　　道 東工業高校格技場

一般・壮年 香南中グラウンド

ソ フ ト ボ ー ル 比江グラウンド

ゲ ー ト ボ ー ル 三和スポーツ交流
センターグラウンド

スカッシュバレー

ペ 　 タ 　 ン 　 ク

市民体育館・大篠小体育館

高知大医学部テニスコート

ゴ　　　ル　　　フ パシフィックゴルフクラブ

スポーツセンター

スポーツセンター

少 年 サ ッ カ ー 吾岡山グラウンド

市 民 体 育 館

わ ん ぱ く 相 撲 市 立 相 撲 場

ターゲット・バードゴルフ 空 港 緑 の 広 場

空手道・合気道・なぎなた・
居合道・柔道・剣道・
少林寺拳法（ ）

比江グラウンド軟 式 野 球

７月18日�

９月12日�

９月12日�
９月10日�

９月５日�

９月５日�

８月29日�
８月27日�

８月22日�

８月15日�

８月８日�

８月９日�

８月１日�

７月25日�

10月24日�
10月11日�

９：00
８：30

８：30

18：00

８：30
９：00

８：30
８：30
８：00
８：30
８：30

13：00

８：00

９月５日� ８：30

８：30

９：00

８：30

８：30

８：30

（抽選日）

開催期日 申込締切日

10月３日�    � ８月29日�

 10月10日�
 10月17日�   �

９月11日�
11月３日�
11月14日�
平成17年2月6日�  � 平成17年1月17日�

 

 

 

※お問い合わせは、スポーツセンター（�８６５ー８０１５）まで

パワーリフティング ６月６日�
武　術　太　極　拳 10月３日�
フォークダンス・民謡 11月27日�

オープン種目オープン種目

開催期日 申込締切日
７月25日�　６月27日�
８月20日�　７月23日�
９月12日�
９月19日�

９月26日�　８月２日�

９月26日�
10月３日�

10月３日�　８月29日�

　

　

　

　

ア ク ア ス ロ ン
ゴ ル フ
グラウンドゴルフ
陸 上 競 技
綱 引 き
ペ タ ン ク
ク レ ー 射 撃
剣 道
柔 道

サ ッ カ ー
カ ヌ ー
ターゲットバードゴルフ
バ ド ミ ン ト ン
ソ フ ト テ ニ ス
ゲ ー ト ボ ー ル
バ レ ー ボ ー ル
ラージボール卓球

軟式野球
１・２回戦
準決・決勝

テ ニ ス
デ ィ ス ク ゴ ル フ
バ ウ ン ド テ ニ ス
ボ ウ リ ン グ
ソ フ ト ボ ー ル
女子ソフトボール
スポーツチャンバラ
ラグビーフットボール
弓 道
スカッシュバレー
水 　 　 　 泳
相 撲
サ イ ク リ ン グ
スキー・スノーボード

　　種　　目　　種　　目

要項に記載
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事故の概要

　二輪車で通勤しているＡさんは、
いつも走りなれた幅員４ｍの中央線
のない一車線道路を、大型コンテナ車
の後ろを走っていました。風の強い寒い日
で、知らず知らずのうちに前車の陰に隠れ
るように車間距離が小さくなっていました。
前車が右に寄り、急に目の前に現れた駐車
車両を避けきれず、ハンドルが道路左側の
駐車車両に接触したはずみでＡさんは転倒
し、死亡してしまいました。

この事故から学ぶこと

　視界を遮る大型車の後ろを走行する場合
は、十分な車間距離をとる必要があります。
また、二輪車は四輪車よりブレーキが効き
にくいうえ、転倒という危険がついてまわ
ります。やむなく、視界が遮られた状態で
走っているときは、速度を落とすなど特に
注意が必要です。

（資料提供：高知県県民生活課交通安全対
　　　　　　策班 �８２３－９３１９）

事故の原因

　Ａさんが十分な車間距離をとらずに、漫
然と走っていたことが原因です。

駐車車両

区　分

研修ホール

和　室

１時間につき
１室１時間につき

１室１時間につき

１室１時間につき

宿泊研修の場合１人１泊
（15：00～
翌日10：00）につき

宿泊研修の場合１人１泊
（15：00～
翌日10：00）につき

キャンピング
ボックス

冷暖房
（和室） 宿泊研修の場合

単　　位
小・中学生 その他
料　　　金

100円
200円
200円

100円

2,000円

100円

100円

1,000円

500円

50円

50円

250円

和室使用料に含む

緑
豊
か
で
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
自

然
環
境
保
全
学
習
や
中
山
間
地
域
と
の
交

流
な
ど
を
深
め
る
研
修
施
設
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
施
設
の
内
容

・
研
修
ホ
ー
ル
（
24
畳
程
度
）

・
和
室
（
６
畳
×
２
室
）

・
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ボ
ッ
ク
ス
（
８
畳
×
５

　
室
）
ほ
か

■
施
設
の
使
用
料
（
左
表
）

＊
小
学
生
未
満
の
利
用
は
無
料
で
す
。

■
と
き
／
７
月
18
日
�
（
雨
天
決
行
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

■
と
こ
ろ
／
道
の
駅
南
国
風
良
里

■
内
容

　
▼
お
楽
し
み
抽
選
会
／
午
前
９
時
〜

　
＊
シ
ョ
ッ
プ
・
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
風
良
里
、

　
　
Ｊ
Ａ
直
販
所
『
風
の
市
』
で
お
買
い

　
　
あ
げ
１
千
円
（
各
施
設
合
算
可
）
毎

　
　
に
１
回
抽
選
で
き
ま
す
。

　
＊
特
賞
の
折
り
畳
み
式
自
転
車
を
は
じ

　
　
め
豪
華
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

　
▼
５
周
年
記
念
式
典
／
午
前
10
時
〜

　
▼
北
陵
中
学
校
音
楽
部
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

　
　
ト
、
店
頭
販
売
な
ど
楽
し
い
企
画
が

　
　
満
載
で
す
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

農
林
課
農
林
振
興
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
９
）ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は

道
の
駅
南
国
風
良
里

（
�
８
８
０
・
８
１
１
２
）ま
で

４周年記念感謝祭の様子
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.

い
つ
も
広
報
楽
し
く
見
て
い
ま
す
。
６
月
号
広
報
の
表
紙
写
真
が
い
い
で
す
ね
ー
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

５月23日

５月10～31日

５月29日

奈路の田植え前の田んぼで泥遊びを思い切っ

て楽しんでもらおうと、「泥んこ球戯大会」が

開かれました。

同大会は、地元で地域おこし活動をしている

Ａ
あ

Ｓ
す

奈
な

路
ろ

倶楽部が主催し、今年で10回目を迎え

ました。

選手や観客があわせて約300人が集まり、バ

レーボールや相撲、運動会に声援や歓声が飛び

交い、参加者は全員泥だらけになって楽しんで

いました。

泥にまみれて大はしゃぎ！泥にまみれて大はしゃぎ！泥にまみれて大はしゃぎ！泥にまみれて大はしゃぎ！
泥んこ球戯大会泥んこ球戯大会

防災について意見を交換！防災について意見を交換！防災について意見を交換！防災について意見を交換！
「あったか南国市」づくりに「あったか南国市」づくりに
　　　　　　ついて市長と語る会　　　　　　ついて市長と語る会

南国市の将来像や行政システムの簡素化な
どの改善策について市長と直接語り合い意見
や提言を行う「『あったか南国市』づくりにつ
いて市長と語る会」が開催されました。
討議に先立ち、市総務課が防災活動に重要

な自主防災組織の結成状況について説明を行
った後、「防災」をテーマに意見交換が行われ
ました。
委員からは「地区住民が日ごろ訪れる場所、

例えばごみステーションに避難場所を書いた
プレートを設置しては」などの提案が出され
ました。

子どもたちに、起震車を使って地震の強い

揺れを体験してもらう事業が、市内全小中学

校を対象に行われました。

子どもたちは、揺れ始めたらまず自分の身

を守るために机の下に身を伏せるよう言われ

ていましたが、南海大震災級に設定された揺

れの中、上から落ちてくる物に驚いたり、身

動きがとれず戸惑う生徒もいました。

（写真は三和小学校）

起震車で起震車で
　南海地震の揺れ体感！　南海地震の揺れ体感！
起震車で起震車で
　南海地震の揺れ体感！　南海地震の揺れ体感！



広広報報ななんんここくく７７月月号号 13

高
農
ふ
れ
あ
い
市
の
予
定
の
掲
載
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

▲５／28 鳶ヶ池中学生がターゲ
ットバードゴルフを体験しまし
た。 （鳶ヶ池中学校）

▲５／28 平成16年度更生保護女
性会定期総会

（グレース浜すし）

▲５／９ 白木谷幼稚園跡記念碑
除幕式　　　　（白木谷小学校）

▲５／９ 国際ソロプチミスト南
国主催福祉チャリティーティー
パーティー　　（西島園芸団地）

▲５／９ 南国市火鎮祭　　　　　
（市民体育館相撲場）

▲５／19 行政相談委員の足利多
美さん（岡豊町）が四国行政評
価支局長表彰を受けました。

（高知市）

▲５／23 第７回なんこくボラン
ティアＤＡＹ　　　　（市役所）

▲５／22 第13回ほたるまつり
（蛍が丘）

▲５／30 南国市棚田お米の学校
（上倉・梅星館）

▲５／23 第６回貫之菊水ペタン
ク大会　　（高知空港緑の広場）

▲５／23 第７回中国・四国ブロ
ックインディアカ大会 in 高知

（スポーツセンター）

▲５／30 第３回親子けんこうウ
ォーキング　　　　　（久礼田）

▲５／31 南国市社会福祉協議会・
民生児童委員協議会総会

（社会福祉センター）

▲５／31 南国保護区保護司会総
会　　　　　（グレース浜すし）

▲５／27 南国市環境委員連合会
総会　　　　（グレース浜すし）
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■締め切り／平成16年７月15日�必着
■あて先／�783ー8501 南国市大埇甲2301

南国市企画課親子クイズ係
■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に

図書券を贈呈
★第385回親子クイズの答えは、
「ケンコウブンカ」でした。

★応募総数／70通 ★正 解 率／98％

【第385回当選者】
尾原　綾乃さん（上末松）
土居あずささん（大埇乙）
三好　敬子さん（久礼田）
坂下龍太朗さん（緑ヶ丘）
坂本　茉由さん（緑ヶ丘）

386

ツ
リ

ド
ブ

コ

ナ
ウ

アン
タ

カ
ツ

ハ

マ ン

シ
ナ

ツ
ー

モ
ド

カ
イ

シ
ケ

リヒコ
385回解答

６
月
号
「
親
子
ク
イ
ズ
」
全
部
埋
め
る
こ
と
が
で
き
て
達
成
感
い
っ
ぱ
い
で
す
。
木
偏
に
「
無
」
で
ブ
ナ
な
ん
で
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

QQQQ 後後免免野野田田小小学学校校にに寄寄贈贈ささ
れれたた「「○○○○○○○○○○○○○○」」。。

＊●を並び替えて答えを出し
てください。各設問は南国
市の地名が答えになっています。

�毘沙門の滝、●○の滝。

�空港拡張工事の際に発掘された
○○●遺跡。

�紀貫之は浦戸を出て、●○○○
○に着きました。

�泥んこ球戯大会が開かれた●○。

⑤石灰工場が建ち並ぶ●○○。

⑥●○○○にある南国市の廃棄物
最終処分場。

⑦やなせたかしさんの提案から作　
られた○○●しょうが飴。

ヒント

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
�
８
６
５
・
８
０
１
５
）ま
で

　
夏
に
向
け
て
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

体
を
鍛
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
寝

た
き
り
予
防
、
健
康
維
持
、
ウ
エ
イ
ト

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
目
的
に
あ
っ
た

マ
シ
ー
ン
の
使
い
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
利
用
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
９
時
30
分

　
＊
「
初
回
利
用
説
明
会
」
を
受
講
さ
れ

　
　
た
方
に
限
り
ま
す
。

■
利
用
料
金
／
１
回
100
円

　
＊
市
外
の
方
は
200
円

■
対
象
／
高
校
生
以
上
の
方

　
＊
お
子
さ
ま
連
れ
で
の
ご
利
用
は
ご
遠

　
　
慮
く
だ
さ
い
。

■
備
考

　
▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
ご
利
用
の
際
は
、

　
　
知
識
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
「
初
回

　
　
利
用
説
明
会
」
を
受
講
し
て
く
だ
さ

　
　
い
。
受
講
し
て
な
い
と
ト
レ
ー
ニ
ン

　
　
グ
室
の
機
器
を
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
▼
ジ
ー
パ
ン
、
ス
カ
ー
ト
な
ど
で
の
ご

　
　
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン

　
　
グ
ウ
ェ
ア
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
着
用

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
は
「
初
回
利
用

　
　
説
明
会
」
終
了
後
に
受
付
し
ま
す
。

月

火

水

木

金

土

日

自主トレーニング

自主トレーニング

自主トレーニング

自主トレーニング

自主トレーニング

自主トレーニング

自主トレーニング

初回利用説明会 初回利用説明会

初回利用説明会 初回利用説明会

13：30～ 18：30～

18：30～

初回利用説明会
18：30～

13：30～

親子クイズは、広報委員が南国市に関する
ことを毎月順番に考えています。
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　喫煙者にとって、健康的な生活を送り、がんや生活習慣病を予防するには、禁煙が１番です。
　市では、たばこをやめたくてもやめられない方を対象に、「チャレンジ・ザ・禁煙」教室を
開催します。教室は、科学的根拠に基づいて作成された禁煙プログラムに沿って禁煙を進めて
いきます。また、たばこ検査を実施し、禁煙・喫煙が身体に与える影響について個別のアドバ
イスもします。１人ではつらい禁煙を仲間同士で支え合い、一緒に乗り越えてみませんか？

とき 内　容

８月３日�

８月13日�

９月10日�

８月27日�

８月６日�

※申込先・お問い合わせは、保健福祉センター（�８６３－７３７３）まで

・禁煙成功者への表彰、今後の生活へのアドバイス、その他
・たばこ検査（呼気中一酸化炭素濃度測定、体脂肪測定など）

・禁煙への心の準備、喫煙の害を学ぶ、禁煙のコツ、その他
・たばこ検査（呼気中一酸化炭素濃度測定、体脂肪測定など）

・ストレス発散、肥満予防、その他
・たばこ検査（呼気中一酸化炭素濃度測定、体脂肪測定など）

・体験発表、グループ学習、その他
・たばこ検査（呼気中一酸化炭素濃度測定、体脂肪測定など）

・離脱症状を乗り越えよう、思いを語ろう、その他
・たばこ検査（呼気中一酸化炭素濃度測定、体脂肪測定など）

＊５回受講された方には、記念テレフォンカードを差し上げます。

■時間／18：30～20：30
■ところ／保健福祉センター
■参加費／無料
■申込締切／７月23日�

５
回

１
回

４
回

３
回

２
回

　
夫
と
息
子
夫
婦
、
孫
２
人
の
６
人
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　
９
年
前
に
大
病
を
患
い
、
少
し
不
自
由
に

な
り
ま
し
た
が
、
病
気
後
に
始
め
た
絵
手
紙

を
通
じ
て
多
く
の
方
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

以
前
よ
り
充
実
し
た
人
生
を
送
れ
て
い
ま
す
。

自
宅
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
絵
手
紙
教
室

を
開
い
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
多
く
の
方
に

絵
手
紙
の
魅
力
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
へ
絵
手
紙
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
夢
で
す
。

　
南
国
市
に
小
さ
く
て
も
い
い
の
で
文
化
的

な
発
表
の
場
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
絵
手
紙
は
生
き
が
い
で
す
」
と
話
す
久
家

さ
ん
。
前
向
き
で
き
さ
く
な
人
柄
が
伝
わ
っ

て
く
る
方
で
し
た
。

久家　藤 さん（田村乙）
ふじ

坂本　光智子 さん（大埇甲） 
みちこ

　
家
族
は
６
人
で
、
今
は
孫
の
相
手
を
す
る

の
が
楽
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
年
に
２
、
３

回
、
地
区
の
老
人
会
や
友
人
と
行
く
日
帰
り

旅
行
も
楽
し
み
の
一
つ
。
孫
が
大
き
く
な
れ

ば
家
族
み
ん
な
で
温
泉
旅
行
に
行
く
こ
と
が

夢
で
す
。

　
日
ご
ろ
は
主
に
畑
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、

お
祭
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
は
踊
り
を
披

露
し
に
出
か
け
た
り
も
し
ま
す
。

　
「
南
国
は
よ
来
い
節
」
と
い
う
踊
り
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？
振
り
付
け
は
少
し
難
し
い

け
ど
、
良
い
踊
り
な
の
で
も
っ
と
広
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
区
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る

と
い
う
坂
本
さ
ん
。
行
動
的
で
、
は
き
は
き

と
し
た
話
ぶ
り
は
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。

みみんんななのの広広場場

自
宅
か
ら
す
ぐ
そ
こ
に
見
え
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
。
利
用
し
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
で
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり
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刑
務
所
作
業
製
品
の

展
示
即
売
会

南
国
保
護
区
保
護
司
会
で
は
、

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

一
環
と
し
て
、
タ
ン
ス
や
ロ
ー
チ

ェ
ス
ト
・
食
器
棚
・
書
棚
・
ベ
ン

チ
な
ど
の
刑
務
所
で
作
ら
れ
た
製

品
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

■
と
き
／
７
月
５
日
�

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■
内
容

▼
覚
醒
剤
・
交
通
事
故
パ
ネ
ル
展

▼
青
少
年
・
女
性
問
題
の
相
談

※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
保
護
区
保
護
司
会
　
岩
崎

（
�
８
６
３
・
２
２
２
７
）ま
で

第
19
回
小
学
生
の
た
め
の

企
業
訪
問

市
内
の
小
学
校
４
年
生
を
対
象

に
、
地
域
を
よ
く
理
解
し
て
、
郷

土
愛
を
培
っ
て
も
ら
う
た
め
、
企

業
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
／
７
月
21
日
�

■
集
合
場
所
／
市
商
工
会
館
３
階

■
訪
問
先
／
ひ
ま
わ
り
乳
業
・
高

知
県
警
察
航
空
隊
・
市
消
防
署

■
対
象
者
／
市
内
小
学
４
年
生

■
募
集
人
数
／
40
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料
（
昼
食
付
）

■
服
装
／
体
操
服
・
帽
子

■
応
募
方
法
／
各
学
校
に
配
布
し

て
い
る
募
集
要
綱
の
応応
募募
券券
をを

貼貼
っっ
てて
、必
要
事
項
を
記
入
し
、

往
復
は
が
き
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

■
主
催
／
南
国
市
商
工
会
青
年
部

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

市
商
工
会
「
子
供
企
業
訪
問
」
係

（
〒
７
８
３
ー
０
０
０
４
　
南
国
市
大
埇 

甲
１
６
２
３
ー
５

�
８
６
４
・
３
０
７
３
）ま
で

も
う
ひ
と
つ
の
金
婚
式

〜
高
知
新
聞
創
刊
100
周
年
・

Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
開
局
50
周
年

記
念
事
業
〜

太
平
洋
戦
争
で
夫
を
亡
く
さ

れ
、
戦
後
を
ず
っ
と
一
人
で
頑
張

っ
て
こ
ら
れ
た
女
性
を
対
象
に
、

そ
の
ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
「
も
う

ひ
と
つ
の
金
婚
式
」
を
開
催
し
ま

す
。
対
象
の
女
性
の
参
加
申
込
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
と
き
／
９
月
８
日
�午

後
２
時
〜

■
と
こ
ろ
／
三
翠
園
（
高
知
市
）

＊
他
会
場
の
日
程
、
場
所
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
内
容
／
感
謝
状
、
記
念
品
の
贈

呈
な
ど

■
資
格
／
太
平
洋
戦
争
で
夫
を
亡

く
し
、
再
婚
さ
れ
て
い
な
い
県

内
在
住
の
女
性
（
昭
和
20
年
８

月
15
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
出
さ

れ
た
方
）。

＊
婚
姻
届
が
遅
れ
た
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
／
本
人
の
戸
籍
抄

本
、
改
製
原
戸
籍
（
婚
姻
年
月

日
と
生
年
月
日
が
必
要
）
と
便

せ
ん
に
氏
名
（
振
り
仮
名
）、

年
齢
、
職
業
、
郵
便
番
号
、
住

所
（
振
り
仮
名
）
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

＊
ご
家
族
の
推
薦
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

■
申
込
締
切
／
７
月
16
日
�

■
主
催
／
高
知
新
聞
社
・
Ｒ
Ｋ
Ｃ

高
知
放
送

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

（
〒
７
８
０
ー
８
６
６
６
　
高
知
新
聞
企

業
事
業
部
「
も
う
ひ
と
つ
の
金
婚

式
」
係
（
住
所
不
要
）

�
８
２
５
・
４
３
２
８
）ま
で

海
岸
一
斉
清
掃

毎
年
、
７
月
は
海
岸
愛
護
月
間

で
あ
り
、
愛
護
運
動
の
一
つ
と
し

て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
海

岸
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
清
掃

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
と
き
／
７
月
25
日
�

午
前
６
時
30
分
〜
８
時

■
と
こ
ろ

十
市
緩
傾
斜
堤
・
第
１
放
水
路

付
近
・
後
川
放
水
路
付
近

■
備
考
／
ゴ
ミ
袋
・
軍
手
は
用
意

し
ま
す
。
清
掃
作
業
に
参
加
さ

れ
た
方
に
は
、
清
掃
終
了
後
に

参
加
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

国
土
交
通
省
高
知
工
事
事
務
所

河
川
管
理
課

（
�
８
３
３
・
６
９
０
４
）ま
で

南
国
市
に
来
て
は
や
１
年
。
住
み
や
す
く
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
行
事
な
ど
の
開
催
場
所
の
地
図
が
入
っ
て
る
と
嬉
し
い
で
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

2004  JULY

「ケイタイ運転」

澤本　英世（里改田）
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片
山
天
満
宮
宵
祭
り

こ
と
し
も
片
山
天
満
宮
の
宵
祭

り
に
絵
金
の
び
ょ
う
ぶ
を
展
示
し

ま
す
。夏
の
夜
に
血
潮
飛
び
散
る
、

お
ど
ろ
お
ど
ろ
の
世
界
に
ひ
た
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
／
７
月
20
日
�

午
後
３
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ
／
片
山
天
満
宮

（
香
長
中
学
校
南
東
200
m
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

松
木
猪
輔

（
�
８
６
５
・
８
５
０
６
）ま
で

平
成
16
年
度

放
送
大
学

第
２
学
期
学
生
・
大
学
院

修
士
科
目
生
募
集

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の

大
学
で
す
。

■
募
集
学
生

・
全
科
履
修
生
／
４
年
以
上
在
学

し
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
の

取
得
を
目
指
す
学
生

・
選
科
履
修
生
／
１
年
間
在
学

し
、
希
望
の
科
目
を
履
修
す
る

学
生

・
科
目
履
修
生
・
大
学
院
修
士
科

目
生
／
１
学
期
間
「
６
カ
月
」

在
学
し
、
希
望
の
科
目
を
履
修

す
る
学
生

■
対
象

・
選
科
・
科
目
履
修
生
／
15
歳
以

上
の
方

・
全
科
履
修
生
・
大
学
院
修
士
科

目
生
／
18
歳
以
上
の
方

■
募
集
期
間
／
８
月
31
日
�
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

（
〒
７
８
０
ー
８
５
２
０

高
知
市
曙
町

２
ー
５
ー
１
　
高
知
大
学
内

�
８
４
３
・
４
８
６
４
）ま
で

２
級
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

人
権
体
感
学
習
の
一
環
と
し
て

２
級
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
を
実
施

し
ま
す
。

■
と
き

９
月
１
日
�
〜
10
月
31
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

＊
説
明
会
及
び
第
１
回
人
権
学
習

を
、
８
月
21
日
�
の
午
後
１
時

か
ら
中
央
福
祉
館
に
て
行
い
ま

す
。

■
と
こ
ろ

中
央
福
祉
館

南
国
市
周
辺
福
祉
施
設

■
募
集
人
員
／
南
国
市
民
21
人

＊
住
民
税
所
得
割
非
課
税
者
を
優

先
し
ま
す
。
課
税
証
明
書
（
市

役
所
税
務
課
で
交
付
／
300
円
）

を
中
央
福
祉
館
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
全
講
座
を
受
講
で
き
る
方

■
申
込
締
切
／
７
月
30
日
�

■
費
用
／
テ
キ
ス
ト
代
（
実
費
）

９
千
975
円

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

中
央
福
祉
館

（
�
８
６
４
・
３
２
２
０
）
ま
で

訪
問
介
護
員
（
１
級
課
程
）

養
成
講
座

■
受
講
期
間

８
月
初
旬
〜

平
成
17
年
２
月
初
旬
（
予
定
）

■
受
講
時
間

平
日
＝
主
に
午
後
６
時
〜
９
時

土
日
＝
主
に
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分
（
計
８
時
間
）

■
対
象

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
修

了
者
で
全
日
程
修
了
で
き
る
方

■
定
員
／
15
名

■
受
講
料
／
７
万
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
期
間

７
月
５
日
�
〜
７
月
16
日
�

＊
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
を
除
く
）

■
備
考

申
込
時
に
２
級
課
程
修
了
証
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
主
催

社
会
福
祉
法
人

ふ
る
さ
と
自
然
村

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

介
護
老
人
福
祉
施
設
陽
だ
ま
り
の
里

（
�
８
６
６
・
０
８
８
８
）ま
で

自
衛
官
募
集

■
受
付
期
間

８
月
２
日
�
〜
９
月
８
日
�

【
航
空
学
生
】

▼
資
格
／
高
卒
ま
た
は
卒
業
見
込

み
、
21
歳
未
満

▼
一
次
試
験
／
９
月
23
日
�

【
一
般
曹
候
補
学
生
】

▼
資
格
／
18
歳
以
上
24
歳
未
満
　

（
17
年
３
月
卒
業
予
定
者
含
む
）

▼
一
次
試
験
／
９
月
18
日
�

【
曹
候
補
士
】

▼
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満
　

（
17
年
３
月
卒
業
予
定
者
含
む
）

▼
一
次
試
験
／
９
月
18
日
�

【
２
等
陸
・
海
・
空
士
】

▼
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満
　

（
17
年
３
月
卒
業
予
定
者
含
む
）

▼
一
次
試
験
／
９
月
中
旬

＊
男
子
は
年
間
通
じ
て
募
集

※
お
問
い
合
わ
せ
は

自
衛
隊
高
知
募
集
案
内
所

（
�
８
２
３
・
２
０
０
６
）

総
務
課
総
務
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で

県
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験

■
受
験
資
格

昭
和
49
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
＊
学
校
教
育
法
に
よ
る
４
年
制
の

大
学
等
を
卒
業
し
た
方
及
び
平

成
17
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

■
試
験
日
／
10
月
10
日
�

■
申
込
受
付
期
間

８
月
13
日
�
〜
９
月
２
日
�

■
申
込
書
配
布
開
始
日

７
月
13
日
�
〜

■
申
込
書
交
付
先

南
国
警
察
署
・
駐
在
所

※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
警
察
署

（
�
８
６
３
・
０
１
１
０
）ま
で

おお知知ららせせ

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
家
族
で
出
か
け
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり
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内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
贈
呈

先
の
大
戦
で
戦
地
な
ど
に
派
遣

さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
服
さ
れ

た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の

方
々
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
を
除

く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
苦
労
に

報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な

ど
か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
請
求
期
限

平
成
17
年
３
月
31
日
�
ま
で

＊
請
求
用
紙
は
、
福
祉
事
務
所
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担

当
（
〒
１
０
０
ー
８
９
２
６

東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
２
ー
１
ー
２

中
央
合
同
庁
舎
２
号
館
８
Ｆ

�
０
３
・
５
２
５
３
・
５
１
８

２
）

ま
た
は
福
祉
事
務
所
社
会
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
６
）ま
で

戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
へ

▼
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
、

夫
が
戦
傷
病
者
と
し
て
増
加
恩

給
等
の
障
害
給
付
を
受
け
始
め

た
場
合
、
そ
の
妻
の
方
に
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
同
期
間
内
に
増
加
恩
給
等

の
障
害
給
付
受
給
さ
れ
戦
傷
病

者
と
婚
姻
し
た
妻
の
方
に
も
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
平
成
８
年
５
月
に
戦
傷
病
者
等

の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
国

債
の
最
終
償
還
を
迎
え
た
妻
で

あ
っ
て
、
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫

が
平
成
５
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
８
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

公
務
傷
病
以
外
で
死
亡
（
平
病

死
）
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
妻
の

方
に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
請
求
期
限

平
成
16
年
９
月
30
日
�
ま
で

＊
期
限
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り

権
利
が
消
滅
し
、
特
別
給
付
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
請
求
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
お
早
め
に
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
６
）ま
で

高
知
労
働
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

〜
地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
　

励
金
が
使
い
や
す
く
！
〜

地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励

金
は
、
地
域
に
貢
献
す
る
事
業
を

行
う
法
人
を
設
立
し
、
非
自
発
的

離
職
者
１
人
以
上
を
含
む
３
人
以

上
を
雇
い
入
れ
れ
ば
支
給
対
象
と

な
る
な
ど
、
活
用
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

創
業
経
費
の
支
援
（
創
業
経
費

の
３
分
の
１
）
に
つ
い
て
は
、
30

歳
以
上
の
雇
用
調
整
方
針
対
象
者

ま
た
は
再
就
職
援
助
計
画
対
象

者
、
非
自
発
的
離
職
者
の
雇
い
入

れ
状
況
に
よ
り
、
創
業
経
費
の
支

援
の
上
限
が
異
な
り
ま
す
（
150
万

円
〜
500
万
円
）。

雇
い
入
れ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
法
人
設
立
後
１
年
６
カ
月
間

に
雇
い
入
れ
た
者
の
う
ち
、
30
歳

以
上
の
非
自
発
的
離
職
者
１
人
当

た
り
30
万
円
（
短
時
間
労
働
者
は

１
人
当
た
り
15
万
円
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
（
上
限
100
人
分
）。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

�
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
高
知

事
務
所

（
�
８
０
２
・
４
５
６
０
）

ま
た
は
高
知
労
働
局

（
�
８
８
５
・
６
０
５
２
）ま
で

おお知知ららせせ

５
月
で
50
歳
に
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
う
る
お
い
を
と
い
う
こ
と
で
、
図
書
館
で
本
を
借
り
て
楽
し
も
う
と
思
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

日 曜 　　　　場　　　　　　所　　・　　　時　　　　　間

乱歩賞作家白の謎
　　　　　　　鳥羽亮
古事記講義　　三浦佑之
さすらい　　　赤川次郎

毎週月曜日、７月
20日�、30日�
は休館です。

着物から手ぬい服
　　　　　高橋恵美子
ペーパーフラワー
　　　　　長谷良子　

亡き母や　　阿川弘之
チルドレン
　　　　　伊坂幸太郎

ほか

2

6

7

8

9

13

14

15

木

金

木

金

猪野吉保商店前
10:20～10:40

王子権現神社北側
10:45～11:05

後免野田小学校
12:50～13:35

蒲原県営住宅
10:20～10:50

医学部蒲原宿舎
10:55～11:15

定林寺公民館
11:20～11:40

鳶ヶ池中学校
13:10～13:25

里保育所
10:20～10:40

十市保育園
10:30～11:00

中澤建材店前
10:50～11:10

稲生保育所
14:20～14:40

かりやストア前
14:45～15:05

稲生小学校
12:50～13:30

白山荘
13:40～14:10

香南中学校
13:05～13:25

久礼田小学校
15:20～15:50

十市小学校
12:50～13:50

後免野田保育所
10:20～10:40

市農協野田支所
10:50～11:10

岩村ふれあいセンター
11:15～11:35

立田消防屯所南側
13:35～14:00

あけぼの保育所
10:20～10:40

大湊保育所
10:50～11:10

市農協前浜支所
11:15～11:35

三和小学校
12:50～13:40

浜改田公民館
14:00～14:40

大湊小学校
14:50～15:20

浜窪市営住宅
15:30～15:50

高知高専宿舎
11:10～11:30

吾岡保育園
10:30～10:50

南海学園
11:00～11:20

香長中学校
13:00～13:20

白銀荘
14:05～14:35

おおしの保育園
14:45～15:15

大篠小学校
15:35～16:25

長岡小学校
15:00～15:40

長岡農協
14:00～14:20

喫茶わらべ駐車場
14:25～14:45

長岡西部保育所
10:20～10:40

明見保育所
10:15～10:35

星神社前
10:40～11:00

ケアハウスたんぽぽ
14:30～15:00

ひまわり幼稚園
15:10～15:30

医学部中島宿舎
15:35～15:55

北陵中学校
16:10～16:30

国府小学校
13:00～13:30

岡豊保育所
11:00～11:20

市農協国府支所
10:20～10:40

白木谷公民館
13:50～14:20

岡豊小学校
15:30～16:00

国府保育所
10:45～11:05

久礼田保育所
10:50～11:10

久礼田西公民館
11:20～11:40

日章小学校
13:10～13:40

植野公民館
14:50～15:10

7／  1

火

火

水

木

木

金

金

水

23

16

22

第２希望の家
10:20～10:40

土佐厚生会国府寮
16:20～16:50

たちばな幼稚園
14:00～14:20

奈路小学校
14:45～15:20

奈路公民館
15:30～15:50

札場バス停前
10:20～10:40

丸十園芸組合前
10:45～11:05

阿戸公民館
11:10～11:30

緑ヶ丘２丁目
13:50～14:10

県住十市団地
14:15～14:55

あとむ幼稚園
15:00～15:20



合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
る
方
へ

快
適
な
生
活
と
美
し
い
環
境
を

つ
く
る
生
活
排
水
対
策
と
し
て
、

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助

金
申
請
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
／
平平
成成
1177
年年
２２
月月
　　

2200
日日
まま
でで
に
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
工
事
が
確
実
に
完
了
で

き
る
方

■
補
助
対
象
地
域
／
下
水
道
認
可

区
域
、
農
業
集
落
排
水
事
業
区

域
以
外
の
市
内
全
域

■
受
付
期
間
／
平
成
16
年
４
月
１

日
�
か
ら

毎
月
末
日
締
め

■
備
考
／
補
助
金
交
付
決
定
前
に

施
工
さ
れ
た
も
の
、
お
よ
び
営

業
用
建
物
は
対
象
外
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
処
理
場
整
備
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

児
童
手
当
支
給
対
象
年
齢

に
つ
い
て

〜
児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
令

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
〜

平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
、
児

童
手
当
の
支
給
対
象
年
令
が
、
小

学
校
３
年
生
終
了
ま
で
に
延
長
さ

れ
ま
し
た
。

４
月
１
日
以
降
、
対
象
と
な
る

児
童
（
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
）
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方

に
は
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
16
年
９
月
30
日
�
ま
で
に

受
付
け
た
も
の
に
か
ぎ
り
、
特
例

的
に
４
月
１
日
（
又
は
支
給
要
件

に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
受
給

さ
れ
て
い
た
新
小
学
校
１
年
生
を

養
育
さ
れ
て
い
る
方
は
、
現
況
届

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
支

給
が
継
続
し
ま
す
。
現
況
届
の
未

提
出
の
方
は
、
早
急
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

小
学
校
２
・
３
年
生
の
児
童
を

養
育
さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
方

で
、
既
に
就
学
前
児
童
に
つ
い
て

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
額
改
定
の
届
け
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
な
い
保
護
者
の
方
は
、
新
規

に
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
認
定
請
求
に
は
、
添
付

し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま

す
。
保
健
課
給
付
係
窓
口
で
お
渡

し
し
ま
す
。

＊
公
務
員
の
方
は
職
場
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
給
付
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で
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　   ７月の納税は

  口座振替をご利用の方は、引き落と
  し不能にならないよう納期限前に口
  座の残金をお確かめください。

■とき／７月20日�
　　　    10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター

■とき／毎月第１・第３土曜日
　　　    10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※あらかじめ電話で、社会福祉協
　議会（�８６３ー４４４４）に
　予約してください。

■とき／７月６日�・８月３日�
　　　　９：00～９：30
■ところ／市役所北側駐車場
※お問い合わせは
　　 生活環境課環境係
 　　 （�８８０ー６５５７）まで

犬・猫の引き取り

固定資産税（２期分）

人権・行政相談

無料法律相談

ご
め
ん
・
な
は
り
線
開
業
２
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
（
７
月
４
日
後
免
町
駅
）

人身事故件数 死者 負傷者
   16年５月
16年1～５月

26件 ２人 28人
142件 ５人 166人

　　《火災》
発生件数　 ０件
建物　　　   ０件
山林　　　   ０件
その他　  　 ０件
被害額　  　 ０円

《救急》
出動回数　 145回
急病　  　      68回
交通事故　    22回
一般事故　　21回
その他　　　34回

（５月分）（５月分）

土佐電鉄
後免町駅

商工会

写真は１周年記念イベント

　
休
場
ダ
ム
か
ら
越
流
す
る
場
合
、
サ
イ
レ
ン
や
警

報
車
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

（
１
分
間
吹
鳴
↓
15
秒
休
み
↓
１
分
間
吹
鳴
）

　
警
報
を
聞
い
た
ら
、
川
に
い
る
方
や
、
川
に
置
か

れ
て
い
る
物
は
、
安
全
な
場
所
に
移
動
し
て
く
だ
さ

い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

四
国
電
力
�
高
知
支
店

（
�
０
８
８
７
・
５
７
・
９
１
２
０
）
ま
で

　
永
瀬
ダ
ム
、
杉
田
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
場
合
、
警

報
局
の
サ
イ
レ
ン
、
ま
た
警
報
車
で
巡
回
に
よ
る
お

知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
警
報
局
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
り
、
放
流
開

始
及
び
放
流
量
の
増
加
を
音
声
放
送
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

＊
放
流
開
始
時
は
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
後
に
音
声
放
送
し
、

　
放
流
増
加
時
は
音
声
放
送
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
土
木
事
務
所
永
瀬
ダ
ム
管
理
事
務
所

（
�
０
８
８
７
・
５
８
・
２
０
４
６
）

ま
た
は
企
業
局
発
電
管
理
事
務
所

（
�
０
８
８
７
・
５
２
・
２
８
５
７
）
ま
で

ヤ
ス
バ



高
知
地
方
法
務
局
土
佐
山

田
支
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
16
年
６
月
21
日
�
か
ら
、

管
轄
地
域
の
「
商
業
・
法
人
」

（
株
式
会
社
、
有
限
会
社
、
合
名

会
社
、
合
資
会
社
、
外
国
会
社
、

未
成
年
者
、
後
見
人
、
商
号
、
支

配
人
、
協
同
組
合
、
宗
教
法
人
、

公
益
法
人
）
に
つ
い
て
、
謄
・
抄

本
交
付
の
取
扱
が
次
の
と
お
り
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
６
日
�
か
ら
は
、

改
製
不
適
合
分
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
へ
の
入
力
に
支
障
を
き
た
す
も

の
）
を
除
く
管
轄
内
す
べ
て
の
会

社
・
法
人
に
つ
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
運
用
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
間
、
ご
利
用
の
お
客

様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
変
更
事
項

▽
登
記
簿
の
謄
・
抄
本→

登
記

事
項
証
明
書

▽
代
表
者
の
資
格
証
明
書→

代

表
者
事
項
証
明
書

▽
登
記
簿
の
閲
覧→

登
記
事
項

要
約
書

■
管
轄
区
域
／
南
国
市
、
土
佐
山

田
町
、
香
北
町
、
物
部
村
、
赤

岡
町
、
香
我
美
町
、
夜
須
町
、

野
市
町
、
吉
川
村
、
大
豊
町
、

本
山
町
、
土
佐
町
、
大
川
村

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
地
方
法
務
局
土
佐
山
田
支
局

（
�
０
８
８
７
・
５
２
・
３
０
４

９
）ま
で
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おお知知ららせせ

図
書
館
を
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。。
早
く
き
ち
ん
と
し
た
広
い
図
書
館
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

※お問い合わせは
　市民課年金係（�８８０－６５５５）
　南国社会保険事務所（�８６４－１１１１）

＊免除された期間は10年間の範囲内で追納でき、
　追納があった期間は老齢基礎年金の額に反映さ
　れます。
�申請免除は前年の所得を確認しますので、毎年
　申請が必要です（所得の申告をしていない場合
　は免除の対象となりませんので、平成16年１月
　１日現在の住所地の役場で申告してください）。
　平成16年度の承認周期は16年７月～17年６月ま
　でです。
 　平成15年度の保険料を全額免除、または半額
　免除が承認されている方で、平成16年度免除申
　請を希望される方は７・８月中に必ず申請して
　ください。
 　免除の対象となるのは、市役所に申請した月
　の前月からとなります（例／９月から免除を受
　けたい場合は、10月末までに申請）。
 □持参するもの
 　・認め印
 　・失業により免除の申請をされる方は「雇用
　　　保険受給資格者証」または「離職票」（コ
　　　ピー可）などの公的機関の証明書
 ＊「申請免除・学生納付特例」の申請先は、い
　　ずれも市民課年金係です。

◎法定免除（届出をすると免除されます）
 障害基礎年金または、被用者年金制度の障害年
　金（１級、２級）を受けている方や生活保護法
　による生活扶助を受けている方。
◎申請免除（申請して承認されると保険料の納付
　が免除されます）
 申請免除には、全額免除と半額免除が設けられ
　ています。
＊免除された期間は年金を受け取るために必要な
　受給資格期間に含まれますが、老齢基礎年金の
　額を計算するとき、次のように計算されます。
●全額免除
　免除期間の年金額は、保険料全額を納めたとき
　と比べて３分の１として計算されます。
●半額免除
　免除期間の年金額は、保険料全額を納めたとき
　と比べて３分の２として計算されます。
＊半額免除の承認を受けた場合、半額の保険料を
　納めないと未納期間となりますので、ご注意く
　ださい。

　離職や経済的理由により保険料の納付が困難
な場合には「保険料の免除制度」があります。
保険料の免除制度には、法定免除と申請免除が
あり、また学生の方には学生納付特例制度（５
月号に掲載）があります。

統
計
調
査
の
調
査
員
登
録
を
！

統
計
調
査
の
調
査
員
登
録
を
！

統
計
調
査
の
調
査
員
登
録
を
！

統
計
調
査
の
調
査
員
登
録
を
！

　
市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
に
あ
た
る
調
査
員
と
し
て
登
録
し

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
16
年
度
の
今
後
の
調
査
と
し
て
は
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス

な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
統
計
調
査
の
結
果
は
、
産
業
・
福
祉
・
雇
用
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
現
状
を
と
ら
え
る
基
礎
デ
ー

タ
と
な
り
、
各
種
行
政
施
策
の
立
案
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
積

極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

※
登
録
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　  

企
画
課
広
報
統
計
係
（
�
８
８
０
・
６
５
５
３
）ま
で
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片山、里改田

片山、里改田

と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

 日  曜

奈路、瓶岩、白木谷

十市（北部）、緑ケ丘、岩村

稲生

久枝（開田を除く）、下島、前浜
下咥内、物部、開田
国分、比江、左右山、北小籠

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

後免町、野田

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

立田、田村

東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小籠団地
東崎(東部･西部)、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

７／1

7
6
5
3
2

8

13

10
12

14

17

15

16

20
19

22

24

21

28
27
26

23

木

水

土

金

木

水
火

月

土
金

火

水

土

木

火
水

火

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、

浜改田

浜改田

祈年、東崎（東部･西部）、駅前町

奈路、瓶岩、領石、植野
久礼田、植田

常通寺島、中島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）
笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原
国分、比江、左右山、岩村
十市（北部）、緑ケ丘

８区(たちばな団地・小籠団地を含む)
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠1～2丁目、
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、

白木谷、蒲原団地、蒲原住宅
後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目
野田（西野田町１丁目を除く）

伊達野、大埇団地 

稲吉、西窪、新川

能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町
稲生
下咥内、物部、開田
篠原、明見

久枝（開田を除く）、下島、前浜
７／1

6
5
3
2

7

12
10
9
8

13
14

15

16

19
17

22
21
20

28

26
24
23

水

水

水
火

火
月
土

木

火

火

月

木

金

木

火

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

領石、植野、久礼田、植田

十市（南部）

十市（南部）８／2

6
5
4
3

月

土

火

田村

金
木

月

十市（南部）

領石、植野、久礼田、植田

月
土

８／2

5

4

土

月

金

月

土

金

片山、里改田、浜改田

片山、里改田、浜改田

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

金

木
水

金

月

月

立田

久枝（開田を除く）、下島、前浜
立田

27

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

水

金

日 曜  地　　　　区地　　　区

＊お住まいの地区・小部落のごみステーションに出してください。

＊肥料やお米の袋、黒い袋は中身の確認ができず危険なため
　使わないようお願いします。

７月５日・19日
（第１・３月曜日）

７月６日・20日
（第１・３火曜日）

７月７日・21日
（第１・３水曜日）

７月12日・26日
（第２・４月曜日）

７月13日・27日
（第２・４火曜日）

７月14日・28日
（第２・４水曜日）

８月２日・16日
（第１・３月曜日）

７月１日・15日
（第１・３木曜日）

７月２日・16日
（第１・３金曜日）

７月３日・17日
（第１・３土曜日）

７月８日・22日
（第２・４木曜日）

７月９日・23日
（第２・４金曜日）

７月10日・24日
（第２・４土曜日）

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、
吉本小児科前

８月５日・19日
（第１・３木曜日）

9

3

�

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地
稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大�団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、
吉本小児科前

金
木

水

木

6

ペットボトル
プラスチック 容器包装類

指定袋指定袋 指定袋指定袋

おお知知ららせせ
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広報なんこくは、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

ヤギ・チャベス・
サチコ・ノエミさん　
（コスタリカ）

高知大学医学部留学生

））） コスタリカと日本、そして私 ）））

家中どこでも梨玖の遊び場
　目が離せないやんちゃくんです。

「朝から晩までパワー全開！
　　GO  GO  GO ～�」

　おかげさまで、このコーナ
ーへの応募が大変多くなりま
した。11月号まで掲載予定の
赤ちゃんが決まっています。
　応募から掲載まで大変お待
たせしているため、９月号の
再募集から、満２歳の誕生日満２歳の誕生日
までの赤ちゃんまでの赤ちゃん（応募時）に
限らせていただきますのでよ
ろしくお願いします。

岩
出
　
梨
玖  

く
ん
（
稲
生
）

 

い
わ
で
　
　  

り
く

山
岡
　
彩
佳  

ち
ゃ
ん
（
小
籠
）

 

や
ま
お
か
　  

あ
や
か

平
成
14
年
６
月
15
日
生
ま
れ

平
成
14
年
10
月
11
日
生
ま
れ

市市 のの 統統　　計計交交流流人人口口

高知自動車道
南国I.C.

入 110,818台
出 117,039台　

高知龍馬空港
出発 68,320人
到着 66,843人

《５月分》
有権者 40,393人（男 18,949人・女 21,444人）

《平成16年６月２日現在》

あ
と

が

き

　
仕
事
で
写
真
を
撮
る
機
会

が
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
が

な
か
な
か
難
し
い
。

　
肝
心
な
時
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
切
れ
な
か
っ
た
り
「
い
け

た
！
」
と
思
っ
て
も
出
来
上

が
り
は
違
っ
て
い
た
り
…
。

　
何
も
考
え
ず
に
撮
っ
た
写

真
の
方
が
よ
か
っ
た
り
な
ぞ

し
て
、
試
行
錯
誤
が
続
い
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
（
Ｗ
）

中
米
コ
ス
タ
リ
カ
の
首
都

サ
ン
ホ
セ
か
ら
１
年
前
に
来

高
し
ま
し
た
。
専
門
医
が
不

足
し
て
い
る
た
め
手
術
が
遅

れ
る
事
も
あ
る
麻
酔
学
を
学

ん
で
い
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
語
で
豊
か
な

（
リ
カ)

、
海
岸
（
コ
ス
タ
）

と
い
う
国
名
は
き
れ
い
な
自

然
を
表
し
、
面
積
は
四
国
と

九
州
を
合
わ
せ
た
程
度
で
、

人
口
400
万
の
小
さ
い
国
で

す
。
太
平
洋
と
大
西
洋
を
１

日
で
見
ら
れ
ま
す
。
海
岸
部

は
暑
い
の
で
す
が
高
原
地
帯

の
中
央
部
は
年
中
日
本
の
初

夏
の
気
候
で
す
。
高
知
に
来

て
真
夏
の
暑
さ
に
び
っ
く
り

で
す
が
、
下
宿
の
裏
の
竹
林

の
さ
ら
さ
ら
鳴
る
音
が
珍
し

く
て
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

父
は
京
都
出
身
の
音
楽
家

で
大
学
卒
業
後
海
外
協
力
隊

の
一
員
と
し
て
、
国
立
交
響

楽
団
の
改
革
に
あ
た
り
、
母

と
結
婚
後
は
、
楽
団
員
、
ま

た
バ
イ
オ
リ
ン
の
指
導
者
と

し
て
ず
っ
と
コ
ス
タ
リ
カ
で

生
活
し
て
い
ま
す
。
来
年
名

古
屋
で
楽
団
の
演
奏
会
が
あ

る
そ
う
で
す
。
父
と
指
揮
者

の
２
名
が
日
本
人
な
の
で
す

よ
！
今
か
ら
楽
し
み
で
す
�

小
、
中
学
校
は
日
本
人
学

校
に
通
い
、
時
折
京
都
の
祖

父
母
の
家
を
訪
ね
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
国
に
い
て
も
自
分

は
完
全
な
日
本
人
で
も
コ
ス

タ
リ
カ
人
で
も
な
い
、
日
本

で
当
た
り
前
の
事
が
向
こ
う

で
は
そ
う
で
な
い
、
旅
行
者

の
方
の
感
想
も
少
し
実
際
と

は
違
う
、
と
い
う
ふ
う
に
感

じ
て
き
ま
し
た
。
南
国
市
で

コ
ス
タ
リ
カ
友
好
の
会
の
方

た
ち
に
ス
ペ
イ
ン
語
を
教
え

る
こ
と
に
な
り
、
お
互
い
の

文
化
理
解
を
深

め
る
機
会
だ
と

楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

面 積 １２５.３５�

人 口 50,779人（＋ 22）外国人登録者数 285人（＋ 2）
男 24,351人（－ 5） 男 145人（＋ 2）
女 26,428人（＋ 27） 女 140人（± 0）

世帯数 20,764世帯 （＋ 9） 登 録 国 籍 数 34カ国
（ ）内は前月比 《平成16年５月31日現在》

出生数　 43人〔男 22人・女 21人〕《４月分》
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広
報
な
ん
こ
く

〒
７
８
３

７
８
３
ー８
５
０
１

８
５
０
１
　
南
国
市
大
埇
甲
２
３
０
１

�
８
６
３
ー
２
１
１
１
　
�
８
６
３
ー
１
１
６
７

編
集
と
発
行
・
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国
市
広
報
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事
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企
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